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       32・ 生体触 媒 に 關 す る 研 究(第9報)

            海藻 のCarbonic anhydraseに 就 て

          ,  近藤金 助,森 茂 樹,河 合文 雄

 水生植物及陸生植物の同化に際 し利用 され る炭素源の形態の異同に關 しては多年幾多e論 議

が重ね られて居 る.即 ち植物はCO2ガ スそのまsの 形で構取するのか,加 水 された112CO3

の形態に於て囁取するかは光合域の最初の段階に關係のある事柄で問題は重大である.叉 光合

成の主軸 を掌 るもの とされて居る2種 のChloroPhyll及 その他の色素の比率に於て陸生植物

と著 しく和達する海簾類が,光 合域の様式に於て も樹著 しい特長のあることは常然豫想される

ところである.筆 者等は植物のCarbonic anhydiaSeの 性質に關 し種 實々験を試みた結果,

この酵素の基質に封する特異性(重 炭酸のみを基質 として作川すること',Chlorophyh bの 協

助によつて腸媒性 を獲揮す ると思はれる事實のあること等を考慮に入れ,夫 等の黙に於で陸生
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           近藤,森,河 合:生 畳豊角蜀楳に關する研究(第10報)

植 物 と著 しく趣 を異 にす る海藻 を選 び,こ れ と比較 劃照 す る目的 を以て次 の實験 を行つた衣第

であ る.實 験材 料 は今年3月 中旬,和 歌 山縣 白濱,京 大臨海實験 所 にて干潮時 を期 し て 採 取

し,探 取直 後(そ の翌 日)酵 素 活度 を計測 し,次 に乾物,演 分 を定量 した.Znを 定 量 したのは

Calbonic anhydraseの1舌 度 とZn含 量 との相 關性 を封穂 す るためで あつ た・ その結果は第i

表 の通 りで あ る.

 亥 に以上 の結果 に基づ き二三 の考察 を加へ て見 よう.周 知 の如 く海燕 はその色素 の配分比率

の差に よる呈色 の相 違 によつ て緑藻,褐 潔及紅藻等 に分類 せ られ,そ の麗 別は主に生育場所 の

水 深 に比例 す るもの と されて居 る.け れ ども實 際 には海藻 の 色調 は同一種 の もので も季節 によ

つ て も攣化 す る もので あわ,叉 同一水深 に於て も色調 を異 にす る各種藻類 の生育 を見 るので あ

る.筆 者等 が供 用 した材料 は干潮線 を境 として その上,下 約1米 附近 の もの合 計16種 を採 つた.

の で あ る.

 その 結果 は表示 の如 く,干 潮線 を境 として それ以上,及 び それ以下 に生育 す る もの との間 に

Carb(nic{mhydraseの 活度 に劃然 たる差異が認め られ る.換 嘗 すれば,常 に水 中に生育 する

ものには この酵 素 の活力を杢 然有せす,逆 に干潮時 に水上 に露 出す る ものに於 てのみ酵素 の活

力 を有 す るこ とが明 か となつた.

 最近6sterlindi)及Nielsen等 は 蘇類(Fontinahs),淡 水 藻類(Myriophyllum)及 プ ランク

トン(Seendesmus q.)等 につ きCO2及II(JO,}の 利 用卒を計測 しアこ結果 は,筆 者 等の實験結

果 及推測 とその傾向 に於 て合 致す る ところ となつたが,こ れ らの結果 によ りCO2を 加 水す る

必要 あ る陸生植物 には この酵素の活性は張力であ るのに反 し,專 ら重 炭酸 を利用 する水 生植 物

に於ては當然,微 弱 な るか或は皆無で あ るべ きもの と思 われ る.

 斯 くして植物 に利 用 され る炭素資源 は兎に角炭酸臨の形 となつ て次 の段階 に進 むのであ ると

結論 され る.こ の顯水 中植物 の炭素資源囁取 に關す るB.Mooie(1921)の 意 見 と全 く同 じで

あ る.                                  '

 終 りに臨み,本 買験の試料探集につき御援助賜つた京大臨海實験所内海冨士夫博士及山路勇氏に深謝する

次第である.

 1) Nature 161319(1948).

              (昭 和24年7月16El受 理)

       33・ 生 膿 鯛 媒 に 關 す る 研 究(第10報)

           植 物 のCarbonic Anhydraseに 就 て

             近 藤金 助,森 茂 樹,河 合 文 雄

 前報 に於 て植物にも動物のCarbonic anhydraseと 同様に重炭酸監を基質 として,之 を分

解する酵素が存在すること及酵素の精製の段階に於てZn含 量の高 まること(精 製品Zn O,193

%)に よつて植物のCarbonic ft・ nhydraseに もZuか 含 まれることを推定した.そ の後この酵

素について確め得た2--3の 事實を減加して報告する敦第であ る,

                   (69)


